第 九の 男 は 語る。 

「わたくし は宋 代の 怪談 総 まくりと いうよう な 役割で 

ございま すが、 これ も 唐に 劣らな い 大役で，) ，- ざ います _ 

就いてはまず 『異聞 総録』 を 土台に いたしまして、 そ 

れ から 他の 小説のお 話 を少々 ばかり 紹介いた したいと 

存じます。 この 『異聞 総録』 はまった く 異聞に 富んだ 

面白い ものであります が、 作者の 名が 伝わって 居り ま 

せん。 専門の 研究家の あいだに はすで にお 判りに なつ 

ている のか も 知れません が、 浅学 寡聞の われわれ はや 

はり 作者 不詳と 申す の ほか は ございま せんから、 左様 

御 承知 をね がいます」 



い 竹と、 二 脚の 木の 腰掛けと 唯 それだけであった。 竹 

も 木 も 打ち砕いて 焚かれて しまったが、 別に 怪しい こ 

ともなかった。 

それから 五、 六 力 月の 後、 ふたたび 先度の 北門 外へ 

行く と、 そこ は 空き家で、 主人ら しい 者 は 住んで いな 

かった。 

(異聞 総録) 

疫鬼 

紹興 三十 一 年、 湖州の 漁師の 呉 一 因と いう 男が 魚 を 



んで いる 物 も 鬼の 話と 符合して いるので、 呉 は 急に 呼 

びと めて 注意す ると、 舟の 人び ともお どろいた。 

「おまえさん はいい こと を 教えて 下す つた。 それ はわ 

たしの 婿の 家で、 これから 見舞いながら 食い物 を 持つ 

て 行って やろうと 思って いたと ころでした。 なんにも 

知らずに 行った が 最後、 疫病神が こっちへ 乗り込ん 

で 来て、 どんな 目に 逢う か 判らなかった のです」 

積んで 来た 酒 や 肉 を 彼に 馳走して、 舟 は 早々 に 漕ぎ 

戻した。 

(同上) 



不思議の 対面に、 その 場 はたが いに 泣いて 別れた が、 

それが 早く も 主人の 耳に 入って、 耿は女 を 詮議す ると、 

彼女 は 明らかに 答えた。 

「あの人 はわた くしの 夫で、 あの 児 はわた くしの 子て 

〔# 「て」 は ママ〕 ございます」 

「噓 をつ け」 と、 耿は 怒った。 「去年お まえ を 買った と 

きに は、 ちゃんと 桂庵の 手 を 経てい るの だ。 おまえに 

夫の ない という こと は、 証文 面に も 書いて あるで はな 

ヽ ゝ I 

レカ」 

女 は 密夫を 作って、 それ を 先夫と 詐 るので あろうと、 

耿は 一途に ai じている ので、 彼女 を その 夫に 引き渡す 



こば 

こと を 堅く 拒んだ。 こうなる と、 訴訟 沙汰になる の ほ 

か はない。 役人 はまず 女 を 取調べる と、 彼女 はこう 言 

うので ある。 

「わたくし も 確かな こと は 覚えません。 ただ、 ぼん や 

りと 歩きつ づけて、 一 つの 橋の あると ころまで 行き ま 

したが、 路に 迷って 方角が 判ら なくなって しまい まし 

た。 そこへ 桂庵のお 婆さんが 来て、 わたくし を 連れて 

行って くれ ましたが、 ただ 遊んで いて は 食べる ことが 

うち 

出来ません から、 お婆さんと 相談して ここの 家へ 売ら 

れて 来る ことにな つたので) J ざ います」 

さらに 桂庵 婆 をよ び 出して 取調べる と、 その 申し 立 



相手が 失せた ので、 この 訴訟 も 自然に 沙汰 やみと 

なった が、 女の ゆくえ は 遂に 判らなかった。 それから 

一 年 を 過ぎず して、 主人の 耿も 死んだ。 

(同上) 

盂蘭盆 

ぷ こうはくろ たん 

撫 州の 南門、 黄柏路 というと ころに 詹六、 詹七 とい 

きぬ 

う 兄弟が あって、 帛を 売る の を 渡世と していた。 又 そ 

の季の 弟が あって、 家内で は 彼 を 小哥と 呼んで いたが、 

小哥は 若い者の 習い、 賭博に ふけって 家の 銭 を 使い込 



ほと ぼり さ 

もう 余焰の 冷めた 頃だろう と、 のそのそ 帰って来 たの 

である ことが 判った。 して 見る と、 前の 夜の 出来事 は、 

無縁の 鬼が この 一家 を あざむいて、 自分の 供養 を 求め 

たのであった らしい。 

(同上) 

義犬 

# 州に 朱 老人と いうの があって、 薬 を 売る の を 家業 

とし、 常に 妻と 妾と 犬と を 連れて、 南康県 付近 を 往来 

していた。 



(同上) 

窓から 手 

しょうほ ばリ ようこ う 

少 保の 馬亮 公が まだ 若い ときに、 燈 下で 書 を 読ん で 

いると、 突然に 扇の ような 大きい 手が 窓から ぬつ と 出 

た。 公 は 自若と して 書 を 読みつ づけて いると、 その 手 

はいつ か 去った。 

その 次の 夜に も、 又もや 同じような 手が 出た ので、 

しおう 

公 は 雌 黄の 水 を 筆に ひたして、 その 手に 大きく 自分の 

書き判 を 書く と、 外で は 手 を 引っ込める ことが 出来な 



てくだ さい」 

化け物の いうに も 一応の 理屈 は あると さとって、 公 

は 水 を もって 洗って やる と、 その 手 はだん だんに 縮ん 

で 消え失せた。 

公 は 果たして 後に 少 保の 高官に 立身した のであった。 

(同上) 

張 鬼子 

しゅうが くせい ちょう 

洪 州の 州 学 正 を 勤めて いる 張と いう 男 は、 元来 

刻薄の 生まれ付き である 上に、 年を取る に 連れて それ 



が、 その 途中で 水 を 渡る ときに、 誤 まって 差 紙 を 落し 

てし まった ので 役目 を 果たす こと も 出来ず、 むなしく 

こうむ 

帰れば どんな 罰 を 蒙る かも 知れない ので、 あしかけ 

二十 年の 間、 ここに さまよって いたので すが、 今度み 

なさん 方のお 蔭で 仮 を 弄して 真と なし、 無事に 使命 を 

おう 

勤め 負せ る ことが 出来ました。 ありがとう ございま 

す」 

かれは 丁寧に 挨拶して、 どこへ か 消えて しまったの 

で、 人び と はた だ 驚き 呆れる ばかりであった。 張 先生 

は仆れ たままで 再び 生きな か つ た。 

(同上) 



両面 銭 

てきせい のうちこう 

南方で は 神 鬼 を たっとぶ 習慣が ある。 狄 青が 儂智高 

を 征伐す る 時、 大兵が 桂林の 南に 出る と、 路 ばた に大 

きい 廟がぁ つ て、 すこぶる 霊異 ありと 伝えられ ていた _ 

将軍の 狄青は 軍 をと どめて、 この 廟に 祈った。 

いくさ 

「軍の 勝負 は あらかじめ 判りません。 就いては ここ 

に 百 文の 銭 をと つて 神に 誓います。 もし この 軍が 大勝 

おもて 

利であるなら ば、 銭の 面が みな 出る ように 願います」 

左右の 者が さえぎ つ て諌 めた。 



る」 

こんろん かん ちこう 

それから 兵 を 進め て まず 崑崙関 を 破り、 さら に 智高 

を 破り、 邕管を 平らげ、 凱旋の 時に かの 廟に 参拝して、 

さき おもて 

曩に 投げた 銭 を 取って 見せる と、 その 銭 はみ な 両面 

であった。 

(鉄 囲山 叢談) 

古 御所 

らくよう こきゅう 

洛 陽の 御所 は隋唐 五代の 故宫 である。 その後に もこ 

かいほう 

こに 都す るの 議が おこって、 宋の 太祖の 開 宝 末年に 一 



ふる ごしょ 

度 行幸の 事が あつたが、 何分に も 古 御所に 怪異が 多く、 

ながあめ ひでり いの 

又 その上に 霖 雨に 逢い、 旱を禱 つてむな しく 帰った。 

せんな 

それから 宣和 年間に 至る まで 年 を 重ぬ る こと 百 五十、 

きんらん でん 

故宫は いよいよ 荒れに 荒れ て、 金鑾 殿のう しろから 奥 

へ は 白昼 も 立ち入る 者がない ようになった。 立ち入れ 

ばと かくに 怪異 を 見る ので ある。 大きな 熊蜂 や 蟒蛇も 

棲んで いる。 さらに 怪し いのは、 夜 も 昼 も 音楽の 声、 

歌う 声、 哭く 声な どの 絶えない ことで ある。 

ごほん 

宣 和の 末に、 呉本と いう 監官 があった。 彼 は 武人の 

おそ はばか 

勇気に まかせて、 何事 を も 畏れ 憚らず、 夏の 日に 宫前 

さる 

の 廊下に 涼んで いて、 申の 刻 (午後 三時 I 五 時) を 過 



がとう いしが わら 

らしく、 その 臥 榻の足 をと つ て 倒す と、 榻は 石 博 をう 

がって 地中に めり 込んだ。 衛士ら は それから 他の 宮殿 

へむ かった かと 思う と、 その 姿 は 消えた。 

呉 もこれ を 見て 大いにお どろいた。 その 以来、 彼 は 

決して この 古 御所に 寝泊まり など をし なかった。 彼 は 

自分の 目撃した ところ を 絵に かいて、 大勢の 人に 示す 

しょうそう 

と、 洛 陽の 識者 は 評して 「これ は 必ず 唐の 昭宗 であろ 

う」 と 言った。 

唐の 昭宗 皇帝 は 英主で あつたが、 晚 唐の 国勢 振わず、 

しゅぜん ちゅう し い 

この 洛 陽で 叛臣 朱全忠 のために 弑 せられた ので ある。 

(同上) 



と ひ けんでん 

我 来 也の 名 は 都鄙に 喧伝して、 賊を 捉える とはい わ 

ず、 我 来 也 を 捉える というよう になった。 

ある 日、 逮捕の 役人が 一人の 賊を牽 いて 来て、 これ 

がすな わち 我 来 也で あると 申し立てた。 すぐに 獄屋へ 

きく もん 

送って 鞠 問した が、 彼 は 我 来 也で ない と 言い張る ので 

ぞう ひん 

ある。 なにぶん にも 証拠と すべき 贓 品がない ので、 容 

易に 判決 をく だす ことが 出来なかった。 その あいだに、 

彼 は 獄卒に ささやいた。 

「わたし は 盗賊に は 相違ない が、 決して 我 来 也で は あ 

りません。 しかし 斯うな つたら 逃がれ る 道 はない と覚 

、 ■- こ わ 

捂 してい ますから、 まあ 劬 つてお くんなさい。 そこで、 



ほ-つ しゅくと-つ 

わたし は 白金 そくばく を 宝叔塔 の 何 階 目に 隠して あ 

リ ますから、 お前さん、 取って お出でなさい」 

しかし 塔の 上に は 昇り 降りの 人が 多い。 そこに 金 を 

隠して あるな ど は 疑わしい。 こいつ、 おれ を 担ぐ ので 

はない かと 思って いると、 彼 はまた 言った。 

「疑わずに 行って ごらんなさい。 こちらに 何 かの 仏事 

が あると かいって、 ぉ燈 籠に 灯 を 入れて、 ひと 晚廻リ 

廻って いるう ちに、 うまく 取り出して 来れば いいので 

す」 

獄卒 は その 通りに やって みると、 果たして 金 を 見い 

だした ので、 大喜びで 帰って来て、 あくる 朝 は ひそか 



品 を 見つけ 出した。 彼 はいよ いよ 喜んで 獄 内へ 酒 を 

贈った。 すると、 ある 夜の 二更 (午後 九 時 I 十 一 時) 

に 達する 頃、 賊は 又もや 獄卒に ささやいた。 

「わたし は 表へ ちょっと 出たい のです が …… 。 四更 

(午前 一 時 I 三時) までに は 必ず 帰ります」 

「いけない」 と、 獄卒 もさす がに 拒絶した。 

「いえ、 決して お前さんに 迷惑 はかけ ません。 万一 わ 

めし ゆうど 

たしが 帰って来なければ、 お前さん は 囚人 を 取り逃 

る ざ い 

がした というので 流罪になる かも 知れません が、 これ 

まで 私の あげた 物で 不自由な しに 暮らして 行かれる 害 

さ 

です。 もし 私の 頼み を肯 いて くれなければ、 その 以上 



なかった ので ある。 

獄卒 はやが て 役を罷 めて、 ふところ 手で 一 生 を 安楽 

に 暮らした。 その 歿後、 せがれ は 家産 を 守る ことが 出 

と-つじん 

来ないで 全部 蕩尽、 そのと きに 初めて この 秘密 を 他人 

に 洩らした。 

(諧史 ) 

海 井 

華 夢 県の 市中に 小 道具屋が あった。 その 店に 一 つの 

物、 それ は 小 桶に 似て 底が なく、 竹で もな く、 木で も 



ません から、 どうぞ 教えて ください」 

「これ は 世に めずらしい 宝 だ」 と、 老人 は 言った。 「そ 

の 名 を 海 井と いう。 普通の 航海に は 飲料と して 淡水 を 

積んで 行く のが 習い、 しかも これが あれば 心配 はない。 

海の 水 を 汲んで 大きい うつわに 満々 とたた え、 そのな 

かに 海 井 を 置けば、 潮水 は 変じて 清い 水と なる。 異国 

の 商人から かねて その 話 を 聞いて いたが、 わたし も 見 

るの は 今が 始めで、 これが 手に入れば、 もう 占めた も 

の だ」 

(癸 辛 雑識続 集) 



旅人 は 僕に 注意して 夜もすがら 眠らず、 剣 を ひき 

つけて 窺って いると、 やがて 戸 を 推して はいって 来た 

物が ある。 それ は 一 匹の 猴で、 体 は 人の ように 大き 

かった。 剣 をぬ いて 追い払う と、 猴 はしり ごみして 立 

ち 去った。 

おもや な 

暫くして 母屋で、 主人の 哭く 声が きこえた。 息子 は 

死んだ というの である。 

(独醒 雑 志) 

紅 衣の 尼僧 



たが、 打ち殺す こと を 得ないで その 行く え を 見失った 

と 答える と、 賈は 嘆息した。 

「それで は 小さい 災い を 免 かれまい」 

その 翌日、 東巿 から 火事が おこって 百 千家 を 焼いた 

が、 まず それだけで 消し止めた。 

(芝 田録) 

画 虎 

れいち らくたい かくじ かつ 

霊 池 県、 洛帯 村に 郭ニ という 村民が ある。 彼が 曾て 

こんな 話 をした。 



る 虎 を 見れば、 たちまちに 機嫌が 直って、 なにもかも 

忘れて しまう ので ある。 

療治に 招かれて 病 家へ 行っても、 そこに 画 虎の 軸で 

も あれば、 いい 心 持に なって 熱心に 療治す るので あつ 

た。 したがって、 親戚な どの 附き 合いから も、 画 虎の 

軸 や 屛風を 贈って 来る の を 例と する ようになった。 こ 

うして、 幾年 を 経る あいだに、 自宅の 座敷 も 台所 も 寝 

間 も 一面に 画 虎 を 懸ける ことにな つて、 近所の 人た ち 

もお どろき 怪しみ、 あの 老人 は 虎に 魅 まれた のだろう 

などと 言った。 あまりの 事に、 その 老兄も 彼 を 責めた _ 

「お前 はこん な もの を 好んで どうす るの だ」 



彼 は いつまでも 帰らず、 又 そのたよりも 聞え なかつ 

た。 彼 は 虎に 化けた ので ある。 遺族 は 虎の 肉 を 食った 

人び と をたず ねて、 幾 塊 かの 骨片 を 貰って 来て、 それ 

を 葬る ことにした。 

(茅亭 客 話) 



ちんじ ゆつこ けん ほじょう 

陳述 古が 建 州 浦 城 県の 知事 を 勤めて いた 時、 物 を 盗 

まれた 者が あつたが、 さて その 犯人が わからなかった。 

そこで、 陳は 欺いて 言った。 



疑わしい 囚人 を 一 人ず つ 呼び入れて 鐘 を 撫でさせた。 

出て 来た 者の 手 を あらため ると、 みな 墨が 付いてい 

た。 ただ ひとり 黒くない 手 を 持って いる 者が あつたの 

きつもん 

で、 それ を 詰問す ると 果たして 白状した。 彼 は 鐘に 声 

ある を 恐れて、 手 を 触れなかった ので ある。 

これ は 昔からの 法で、 小説に も 出て いる。 

(夢渓 筆談) 
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